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立志式に臨む五戸中学校２年生の生徒たち

壇上で一人ひとり立志宣言

　
町
長
が
各
地
区
に
出
向
き
、
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
住
民
と
直
接

対
話
す
る
「
町
長
と
地
域
住
民
と

の
懇
話
会
」
が
、
２
月
６
日
か
ら

８
日
ま
で
の
３
日
間
、
町
内
４
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
三
浦
正
名
町
長
は
じ

め
、
鳥
谷
部
禮
三
郎
助
役
、
久
保

晴
一
助
役
、
　
橋
正
之
教
育
長
、

各
課
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。
住

民
側
か
ら
は
、
合
併
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
、
除
雪
や
道
路
整
備

の
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
出
さ
れ
た
主
な
提
言
・
要

望
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
倉
石
地
区
】

２
月
６
日
　
参
加
者
29
人

○
五
戸
台
地
の
土
地
改
良
区
が
解

散
さ
れ
た
こ
と
で
農
業
に
力
が

入
ら
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
が
、
何
か
良
い
施
策
を

考
え
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

五
戸
台
地
は
水
は
け
が
悪
い
所

が
あ
る
の
で
、
時
間
が
か
か
っ

て
も
い
い
の
で
計
画
的
に
暗
き

ょ
排
水
を
入
れ
て
も
ら
い
た

い
。

○
何
で
も
民
営
化
と
い
う
が
、
行

政
は
福
祉
関
係
を
切
り
つ
め
な

い
で
、
住
民
の
た
め
に
や
っ
て

ほ
し
い
。

○
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
観
光
農
園
を
や

る
に
し
て
も
、
駐
車
場
な
ど
の

受
け
入
れ
態
勢
が
個
人
で
は
で

き
な
い
。
地
区
を
決
め
る
な
ど

し
て
、
町
と
し
て
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

○
議
会
広
報
を
発
行
し
て
、
議
員

　
活
動
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

○
五
戸
川
に
サ
ケ
が
の
ぼ
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

○
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ

リ
施
設
が
合
併
後
は
使
わ
れ
て

い
な
い
の
で
、
活
用
す
る
方
法

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
業
者
委
託
の
除
雪
が
粗
末
な
の

で
、
役
場
で
除
雪
の
状
況
を
把

握
し
て
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
川
内
地
区
】

２
月
６
日
　
参
加
者
23
人

○
不
審
者
か
ら
子
供
を
守
る
た
め

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て

は
ど
う
か
。

○
乳
幼
児
検
診
を
受
け
る
の
に
中

市
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
地
元
の
施
設
で
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
乳
幼
児
医
療
給
付
の
手
続

き
を
支
所
で
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

○
石
呑
の
道
路
の
速
度
制
限
を
し

て
も
ら
う
よ
う
に
、
町
か
ら
要

望
し
て
も
ら
い
た
い
。
　

　
こ
の
ほ
ど
、
五
戸
・
川
内
・
倉

石
各
中
学
校
で
立
志
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
立
志
式
は
、
武
士
社
会

の
元
服
に
由
来
す
る
伝
統
行
事
で
、

14
歳
を
迎
え
た
生
徒
た
ち
が
生
涯

の
志
を
立
て
て
、
大
人
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
五
戸
中
学
校
（
齋
藤

正
榮
校
長
）
で
は
２
月
６
日
、
「
強

く
　
大
き
く
　
逞
し
く
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
下
、
２
年
生
１
２
９
人

が
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
　
橋
正
之
教
育
長
が

｢

無
限｣

と
書
か
れ
た
色
紙
を
生
徒

た
ち
に
贈
り
、｢

可
能
性
に
は
限

度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
力
は

努
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
無
限
に
伸

び
ま
す
。｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
保
護
者
や
後
輩
が
見

守
る
中
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
壇

上
に
立
ち
、
「
人
に
優
し
く
自
分

に
厳
し
い
人
に
な
り
た
い
」
「
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
挑
戦
す

る
人
間
に
な
り
た
い
」
「
空
の
よ

う
な
広
い
心
を
持
つ
」
「
ど
こ
の

チ
ー
ム
に
行
っ
て
も
通
用
す
る
サ

ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」
な
ど
、

将
来
の
夢
や
生
き
方
を
宣
言
し
ま

し
た
。

地
域
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映

町
長
と
地
域
住
民
と
の
懇
話
会

大
人
へ
の
第
一
歩

町
内
各
中
学
校
で
立
志
式

大
人
へ
の
第
一
歩

町
内
各
中
学
校
で
立
志
式

た
く
ま
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○
歩
道
の
除
雪
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
た
時
に
、
雪
を
他
人
の

土
地
に
寄
せ
て
も
文
句
を
言
わ

れ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
標
識
な
ど
を
壊
し

た
と
き
に
何
と
か
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

○
歩
道
除
雪
車
を
地
域
で
借
り
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○
八
戸
市
の
よ
う
に
高
齢
者
の
バ

ス
料
金
が
無
料
に
な
ら
な
い
か
。

【
豊
間
内
地
区
】

２
月
７
日
　
参
加
者
13
人

○
畑
の
雪
を
早
く
解
か
し
た
い
の

で
、
農
道
の
除
雪
を
早
期
に
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
地
域
づ
く
り
事
業
の
資
金
援
助

は
、
大
変
助
か
っ
て
い
る
の
で

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

○
豊
間
内
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
床
の
た
る
み
や
外
壁

の
ひ
び
割
れ
を
直
し
て
も
ら
い

た
い
。

○
学
校
の
子
供
た
ち
の
安
全
の
た

め
に
何
か
対
策
を
取
っ
て
ほ
し

い
。

○
集
落
内
の
町
道
の
除
雪
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
ト
ラ
ク
タ

ー
を
使
っ
て
は
ど
う
か
。

○
浅
水
川
で
の
カ
モ
の
狩
猟
は
危

険
な
の
で
、
や
め
て
も
ら
う
よ

う
関
係
団
体
に
ね
ば
り
強
く
要

望
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
長
芋
の
価
格
の
下
落
に
対
し
て
、

何
か
支
援
策
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

【
浅
田
地
区
】

２
月
７
日
　
参
加
者
13
人

○
県
道
浅
水
南
部
線
に
古
タ
イ
ヤ

が
40
本
ぐ
ら
い
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
が
、
隣
接
す
る
町
村
と

連
携
を
取
っ
て
防
止
す
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
佐
野
集
落
の
道
路
を
な
る
べ
く

早
期
に
下
ま
で
通
し
て
も
ら
い

た
い
。

【
五
戸
地
区
】

２
月
８
日
　
参
加
者
22
人

○
車
の
振
動
で
家
が
揺
れ
る
の
で
、

速
度
を
落
と
し
て
も
ら
う
よ
う

看
板
を
付
け
て
ほ
し
い
。

○
犬
の
散
歩
中
に
フ
ン
を
拾
わ
な

い
人
が
い
る
の
で
何
と
か
し
て

も
ら
い
た
い
。

○
国
・
県
な
ど
の
助
成
金
を
有
効

に
使
う
研
究
を
す
る
部
署
を
作

る
な
ど
し
て
、
財
政
難
の
中
や

っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
町
と
商
工
会
が
一
緒
に
な
っ
て
、

活
性
化
の
た
め
の
事
業
を
行
っ

て
欲
し
い
。
ま
た
、
活
性
化
の

意
見
を
吸
い
上
げ
る
部
署
を
作

っ
て
は
ど
う
か
。

○
川
内
の
直
線
道
路
に
桜
を
植
え

て
、
桜
の
町
と
し
て
売
り
出
し

て
は
ど
う
か
。

○
子
供
た
ち
の
夢
を
吸
い
上
げ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
。

○
県
道
橋
向
五
戸
線
が
狭
い
の
で
、

広
げ
る
か
バ
イ
パ
ス
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

○
町
長
が
も
っ
と
大
き
い
声
で
、

「
こ
う
い
う
地
域
を
作
る
ん
だ

か
ら
痛
み
を
分
か
ち
合
お
う
」

と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。

〈
川
柳
〉

お
ち
こ
ち
に
心
な
ご
む
世
捜
し
居
り

受
験
日
に
遠
く
の
孫
へ
神
頼
み

友
を
見
し
今
日
し
あ
わ
せ
を
有
り
に
け
り

防
災
の
ラ
ジ
オ
体
操
消
え
淋
し

凍
り
つ
く
寒
風
た
る
や
暖
炉
か
な

青
旗
で
田
圃
リ
ン
ク
が
招
い
て
る

農
閑
期
友
で
す
読
書
と
花
い
じ
り

鬼
は
外
雪
掻
き
ヨ
イ
シ
ョ
豆
め
っ
け

〈
俳
句
〉

成
人
の
日
出
で
ゆ
く
孫
の
幸
祈
り

月
光
や
負
け
ず
と
ば
か
り
銀
世
界

〈
短
歌
〉

伝
統
の
舞
踊
に
若
や
ぐ
親
友
の

優
雅
な
舞
の
若
柳
流
か
な　

若
者
よ
生
き
た
仕
事
を
し
て
い
る
か

誇
り
と
愛
を
仕
事
に
そ
そ
げ

亡
き
父
母
の
享
年
越
え
て
僕
傘
寿

子
等
の
顔
見
て
生
き
る
し
あ
わ
せ

か
げ
び
ろ
を
皆
で
造
り
し
小
正
月

時
の
流
れ
に
過
去
の
思
い
出　

あ
れ
も
ね
と
買
え
ば
済
む
の
に
タ
ラ
の
子
和
え
と

ゼ
リ
ー
つ
く
り
て
孫
子
ら
を
待
つ　

香
ば
し
く
五
目
御
飯
を
た
き
あ
げ
て

湯
気
も
い
っ
し
ょ
に
供
え
る
夫
に　

　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

小
林
　
静
枝
　（
　
　
　
）　

純
　
　
　
子
　（
又
　
重
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

小
　
手
　
毬
　（
浅
　
水
）　

　
　
　
　

あ
　
　
さ
　（
中
　
崎
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

　
田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

a
谷
　
と
よ
　（
上
大
町
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

上
市
川

中
　
区

い

た
ん
ぼ

市
川
道

十
文
字
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町の施設の使用料について、利用する方、しない方それぞれの立場を考慮した｢負担の公平性｣を考え見直
した結果、改正することになりました。４月１日から改正になる施設は次のとおりです。

朝
昼

夕

入 浴 料

※町外在住者は原則として５割増（水泳プール除く）
※照明は別料金
※入場料を徴収する場合は、使用料が異なります。

ひばり野公園
【スポーツ振興公社 ‡62－2301】

倉石スポーツセンター 　 【スポーツ振興公社　‡62－2301】

900
1,800
900
900
450
220
300
200
100
50

区　　分 １時間当たりの
使 用 料

トラック陸　上
競技場

テニス
コート

水 泳
プール

フィールド
野　球　場
サッカー場

一 般
高校生以下
一 般
高 校 生
中 学 生
小学生以下

社会福祉センター　
【福祉課　‡62－7955】

※町外在住者は５割増（高校生以下除く）

ひばり野スポーツ交流センター
【スポーツ振興公社　‡62－2301】

1,300
1,200
金　額

1,400
2,300
500
700
700
1,000
250
250
250
250
500
500
500

区　　分

中 学 生
小 学 生

宿泊料

食事料
（特別食可）

施設使用料
（１時間当たり）

高 校 生
一 般
小学生
中学生以上
小学生
中学生以上

交 流 室
学 習 室
ＡＶホール
和 室
中 庭
ローラースケート場
多目的広場

区　　分
１２ 歳 以 上
６歳以上１２歳未満�
６ 歳 未 満入浴料

１時間当たりの
使用料�

町内在住（倉石地区
除く）の６５歳以上

集 会 室
会議室・創作室

350
金　　額

150
60

100

通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

350
200

450
260

※営利目的の場合は２倍

区　　分

アリーナ

ろ ば た
交 流 館

シャワールーム

トレーニング
ル ー ム

テ ニ ス
コ ー ト

アマチュアスポー
ツに使用する場合

催物に使用する場合�

興 行 等 に 使 用 す る 場 合
入場料あり 全 面

全 面
全 面
半 面 500

1,000
3,000
5,000
10,000
250
600

１回  100
50
100
220
450

全 面

入場料なし

入場料なし

通 常
営 利 目 的�

中 高 生 � 
一 般
高 校 生 以 下
一 般

１時間当たりの
使 用 料

区　　分

練 習 場 トレーニング室

区　　分１時間当たりの
使 用 料

１時間当たりの
使 用 料

全 面
半 面

1,400
700

50
100

中高生
一 般

五戸ドーム　　　　　    【スポーツ振興公社　‡62－2301】

保健福祉センター　　　　　　  　【福祉課　‡62－7955】

区　分 区　分

集団指導室
会 議 室

研 修 室
栄養実習室

600 780
200 500260

200 260
650

１時間当たりの使用料 １時間当たりの使用料

通常期間
４～６月
９～1０月

冷・暖房期間
７～８月
11～３月

通常期間
４～６月
９～1０月

冷・暖房期間
７～８月
11～３月

※アリーナおよびテニスコートの照明、アリーナの暖房は別料金
※町外在住者は原則として５割増（シャワールームおよびトレーニングルーム除く）

※町外在住者は５割増（トレーニング室除く）　※練習場の照明は別料金

倉石温泉　　　　　　　　 【福祉課　‡62－7955】

※営利目的の場合は２倍

１２ 歳 以 上�
区　　分 金　　額

350
150
60

100

600
200
200
200
200
800

780
260
260
260
260
1,040

６歳以上１２歳未満
６ 歳 未 満

倉石地区在住の
６５ 歳 以 上

郷土料理実習室
創 作 活 動 室 １
創 作 活 動 室 ２
伝 承 活 動 室 １
伝 承 活 動 室 ２
世代間交流ホール

全 館 使 用
（ 浴 場 除 く ）

１日につき
30,000

１日につき
39,000

１時間当たりの
使 用 料�

通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

※冷房付きの部屋…７～８月は暖房期間と同額　　※営利目的の場合は２倍
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１ 階

３ 階

体 育
センター

２ 階

１時間当たりの使用料

区　　分

入場料を徴収しない場
合または500円以下の入
場料を徴収する場合

1,000円以下の入場料を
徴収する場合

1,000円を超える入場料
を徴収する場合

平 日 12,600 20,470 26,770

14,170 25,200 33,070

15,750 25,200 33,070

18,900 31,500 39,370

20,470 34,650 47,250

26,770 45,670 56,700

土・休日

平 日

土・休日

平 日

土・休日

区　　分

小 ホ ー ル 1,250
250
250
400
300
500
250
250
250
250
300
250
250
250

1,620
320
320
520
390
650
320
320
320
320
390
320
320
320

500
250

児 　 童 　 室
創 　 作 　 室
実 　 習 　 室

和　室
作　法　室
和　　　室

ストレッチルーム
会 　 議 　 室
ホ ワ イ エ ー
控 　 　 　 室
視 聴 覚 室

第 １ 室
�研修室 第 ２ 室

第 ３ 室
全 　 　 　 面
半 　 　 　 面

※営利目的の場合は２倍（大ホール除く）　※冷房付きの部屋…７～８月は暖房期間と同額
※体育センターの照明は別料金

区　　分
１時間当たりの使用料

通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

多目的ホール
生活研修室
会 議 室
調 理 室

400
300
200
300

520
390
260
390

町立公民館　　　　　　　　　　 【‡62－7976】

豊間内地区コミュニティセンター
【企画振興課　‡62－7952】

大ホール

４月１日から　公共施設の使用料が変わります

※営利目的の場合は２倍

区　　分
１時間当たりの使用料

通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

多目的ホール
視 聴 覚 室
会 議 室

500
200
300

650
260
390

瑞穂館 【川内支所　‡62－7971】

区　　分 通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

大 集 会 室
和 室 １
和 室 ２  
調理実習室
視 聴 覚 室

1,500
500
500
400

2,000
650
650
520

文化活動室
300 390

会 議 室
400 520

研 修 室
300 390

憩 室 �
400 520

作 法 室

全 館 使 用

200 260
200 260

１日につき
40,000

１日につき
52,000

※冷房付きの部屋…７～８月は暖房期間と同額
※営利目的の場合は２倍

その他

区　　分
１時間当たりの使用料

通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

和 室 １
和 室 ２
調理実習室

200
200
300

260
260
390

伝承活動室 600 780

全 館 使 用 １日につき
15,000

１日につき
19,500

石沢駒踊伝承館
【社会教育課　‡62－7965】

※営利目的の場合は２倍

区　　分
１時間当たりの使用料

通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

伝 承 室
味わいコーナー
調理実習室

400
200
350

520
260
450

製粉実習室 300

800 1,000

390

ふるさとの味
伝 承 館 全 館

倉石ふれあい体験の郷
【企画振興課　‡62－7952】

※営利目的の場合は２倍

区　　分
１時間当たりの使用料

通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

多目的ホール
生活研修室
会 議 室

400
300
200

520
390
260

調 理 室 300 390

浅水活性化センター
【浅田支所　‡62－7969】

倉石コミュニティセンター
【社会教育課　‡62－7965】

午前
９：00

12：30
〜

午後
13：00

17：00
〜

夜間
17：30

21：30
〜

使　用　料

1,

１時間当たりの使用料

通常期間
４～１０月

暖房期間
１１～３月

※営利目的の場合は２倍

※営利目的の場合は２倍
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新 し く な っ た 介 護 保 険新 し く な っ た 介 護 保 険新 し く な っ た 介 護 保 険 平成１８年４月スタート

◆低所得の人に配慮し、保険料段階が細分化されます。
◆特別徴収（年金天引き）の対象となる年金が、老齢・退職年金だけでなく、
遺族・障がい年金まで拡大されます。

65歳以上の人（第１号被保険者）の保険料の決め方と納め方
　S決 め 方

　S納 め 方

年金が年額18万円以上の人

特 別 徴 収

年金が年額18万円未満の人

普 通 徴 収

10月 12月 ２月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

前年度

本徴収

本年度

仮徴収 本徴収

　年金の定期支払い（年６回）の際に、介護保険料があらかじめ差
し引かれます。老齢基礎年金・厚生年金などの老齢（退職）年金の
ほか、遺族年金・障がい年金も特別徴収の対象となります。

　前年度から継続して特別徴収の人の保険料は、４・６・８月と10・12・２月
に区分されます。４・６・８月は前年度２月分の保険料額をそのまま納付しま
す（仮徴収）。10・12・２月は、６月以降に確定する前年の所得などを基に本年
度の保険料を算出し、そこから４・６・８月の保険料を除いて調整された金額
を10・12・２月に振り分けて納付します（本徴収）。

問い合わせ先　役場介護保険課　2６２－７９５６（直通）

新しい保険料の段階区分� 保険料額

基準額

×0.5

×0.5

×1.0

×1.25

×1.5

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

×0.75

生活保護受給者

本 　人
  および　が住民税非課税
世帯全員

本 　人
  および　が住民税非課税
世帯全員

本 　人
  および　が住民税非課税
世帯全員

本人の合計所得金額＋課税年金

収入額が80万円以下

本人の合計所得金額が

2 0 0 万 円 未 満

（第２段階以外の人）

（世帯内に住民税課税者がいる人）

本　 人が住民税非課税

本 　人が住民税課　税

本人の合計所得金額が

2 0 0 万 円 以 上

本　人が住民税課　税

これまでの保険料の段階区分 保険料額

基準額

×0.5

×0.75

×1.0

×1.25

×1.5

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

生活保護受給者等

本 　人

  および　が住民税非課税

世帯全員

本人の合計所得金額が

一 定 額 未 満

（世帯内に住民税課税者がいる人）

本　 人が住民税非課税

本 　人 が住民税課　税

本人の合計所得金額が

一 定 額 以 上

本　 人 が住民税課　税

市区町村が送付する納付書に基づき、指定の金融機関で納付します。

老齢福祉年金受給者で、

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
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●１月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,317
（14,150）
13,117
（13,112）
43,898
（43,332）
27,683
（31,383）

12,615
（12,623）
12,390

（12,541）

13,034
（11,810）

16,806
（16,880）

16,705
（15,257）

14,010
（15,021）

12,952
（12,902）
12,253
（12,426）

12,199
（12,190）

10,079
（10,446）
12,370
（12,323）

12,359
（12,347）
12,343

（12,032）
 3,849

（12,845）
12,581

（12,321）

12,624
（12,694）
12,350

（12,070）
16,926

（16,620）
12,350

（12,070）

11,798
（11,737）
11,703

（12,447）
19,822

（19,954）
15,545

（16,257）

12,686
（12,678）
12,559
（12,565）
17,045
（17,092）
14,290
（15,909）

皮膚科
12,172

（12,226）
12,350

（12,070）
11,960

（12,252）
12,350

（12,070）

110,164
（119,854）
115,064
（114,913）
107,090
（104,678）
145,513
（151,024）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,641
（12,497）

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
３
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

106

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

非
常
勤

副
医
長

科
　
長

副
医
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

副
院
長

新
井
田
修
久

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

石
田
　
晶
玄

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

丸
屋
信
一
郎

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

飯
田
　
健
二

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　木
曜
日

　第
１
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

診
　
療
　
科

職
　
名

医
師
名

備
　
　
　
考

災 害 の 程 度 金 額

死 亡 し た 場 合

実治療日数

１８０日以上

実治療日数
１９０日以上
１８０日未満

入院１８０日以上含む

入院９０日以上含む

実治療日数６０日以上９０日未満

実治療日数３０日以上６０日未満

実治療日数１０日以上３０日未満

実 治 療 日 数 １０ 日 未 満

入院９０日以上
１８０日未満含む

入院９０日未満
または入院なし含む

入院９０日未満
または入院なし含む

１，０００，０００円

１５０，０００円

１３０，０００円

１１０，０００円

８０，０００円

６０，０００円

４５，０００円

３５，０００円

２５，０００円

２０，０００円

１

日

１

円

で

大

き

な

補

償

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
増
え
続
け
る
交
通
事
故
。
も
し
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
の
方
が

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
…
…
。

　
１
日
１
円
で
家
族
の
安
心
を
。

　
現
在
、
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
３
月
31
日
で
期
間

が
満
了
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
加
入
申
込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
加
入
す
る
方
や
４
月
か
ら
新
し
く
加
入
す
る
方
、
ぜ
ひ
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
共

済

期

間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

▼
会
費
（
掛
金
）　
年
額
３
５
０
円
。
た
だ
し
、
児
童
生
徒
な
ど
が
各
施

▼
会
費
（
掛
金
）　
設
や
学
校
で
団
体
加
入
し
た
場
合
は
３
０
０
円
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　
会
費
（
掛
金
）
を
添
え
て
、
各
自
治
会
へ
申
し
込
ん

▼
会
費
（
掛
金
）　
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
総
務
課
　
　
℡
62
―
２
１
１
１
　
内
線
２
１
４

共 済 見 舞 金
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「
五
戸
え
ん
ぶ
り
」を

習
い
た
い
方
募
集
中

タ
ダ
で
残
業

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

さ
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

レ

セ

プ

ト

点

検

臨
時
事
務
員
募
集

五
戸
畜
産
農
業
協
同
組
合

職

員

募

集

　
賃
金
不
払
残
業
、
い
わ
ゆ
る
サ

ー
ビ
ス
残
業
は
労
働
基
準
法
違
反

で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
労
使
が
共
に
協
力
し
合

い
、
賃
金
不
払
残
業
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

●
労
使
の
取
り
組
み
事
項

・
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握

・
適
正
に
労
働
時
間
の
管
理
を
行

う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備

・
職
場
風
土
の
改
革

・
労
働
時
間
を
適
正
に
把
握
す
る

た
め
の
責
任
体
制
の
明
確
化
と

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
労
働
局

　
℡
０
１
７
│
７
３
４
│
４
１
１
２

大
字
切
谷
内

字
粒
ケ
谷
地
下
谷
地
21

田
　
２
、４
３
４
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
３
月
22
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62
│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
２

●
採
用
予
定
人
員
　
　
　
　
４
人

●
応
募
資
格

　
お
お
む
ね
50
歳
ま
で
の
心
身
と

も
に
健
康
な
方
で
、
医
療
請
求

事
務
経
験
者
ま
た
は
保
険
請
求

事
務
技
能
検
定
合
格
者

●
雇
用
期
間

　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

　
日
額
　
５
、３
０
０
円

（
雇
用
保
険
あ
り
）

●
勤

務

日

　
月
15
日
間

●
勤
務
時
間

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
18
年
３
月
13
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
17
日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
申
込
書
・
履
歴
書
を
役

場
住
民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
用
紙
は
住
民
課
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課

　
℡
62
│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
１
６
・
１
１
７

●
職
　
種

　
組
合
業
務
一
般

●
応
募
資
格

　
大
学
・
短
大
・
農
業
大
学
校
・

営
農
大
学
校
・
高
等
学
校
卒
業

者（
見
込
み
含
む
）で
、29
歳
以

下（
平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
）

の
健
康
で
畜
産
に
興
味
を
お
持

ち
の
方

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
３
月
20
日（
月
）必
着

●
申
し
込
み
方
法

　
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
試
験

　
書
類
選
考
の
後
、
当
組
合
か
ら

連
絡
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
〒
０
３
９
│
１
５
２
７

　
五
戸
町
大
字
扇
田
字
下
長
下
タ

　
２
│

89

　
五
戸
畜
産
農
業
協
同
組
合

　
担
当
‥
豊
田

　
℡
62
│ 

２
７
１
１

　
町
で
は
「
五
戸
え
ん
ぶ
り
」
の

芸
と
技
を
受
け
継
ぐ
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
心
弾
ま
せ
る
笛
の
音
、
そ
れ
に

合
わ
せ
る
手
平
ガ
ネ
や
太
鼓
…
。

県
南
に
春
を
告
げ
る
祭
り
「
え
ん

ぶ
り
」
は
、
大
正
時
代
、
五
戸
に

も
30
数
組
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
現
在
そ
の
伝
統
を
守
る

の
は
「
下
大
町
え
ん
ぶ
り
組
」
だ

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
た
だ
１
組
と
な
っ
た

「
下
大
町
え
ん
ぶ
り
組
」
の
皆
さ

ん
が
、
こ
の
芸
と
技
を
引
き
継
い

で
く
れ
る
方
を
育
て
た
い
、
え
ん

ぶ
り
を
残
し
た
い
と
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　
五
戸
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
大
歓

迎
で
す
。
え
ん
ぶ
り
の
ほ
か
に
大

黒
舞
や
え
び
す
舞
、
豊
年
す
だ
れ

や
金
輪
き
り
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62
│ 

２
１
１
１
内
線
２
３
３

　

農
地
の
買
受
人
募
集



o

３月の
行事予定
３月の
行事予定

３月の
相 　 談
３月の
相 　 談

３月の
献 　 血
３月の
献 　 血

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■５日（日）五戸町消防団初午

　８：3０分列行進　警察署通り

■５日（日）スプリングコンサート

　１４：００開演　町立公民館

■19日（日）救急法講習会

　９：００～   五戸消防署

■２３日（木）クラシックコンサート

　１８：３０開演   町立公民館

■４日（土）・18日（土）楽しい朗読講座

　１３：３０～  町図書館

相談は無料です

■14日（火）行政相談

　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■２8日（火）行政相談

　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日

　みんなの保健室（健康相談）

　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談

　日程は相談者と調整

　℡０１７－７３４－９２３５

健康なあなたと
私にできること

■成分献血
　２日（木）役場

予約制となっていますので、希望

する方は役場保健衛生課へ

　 ℡62－7958

中小企業者の設備投資を応援します！

割　　賦 リ　ー　ス

申し込み設備を当センターが購入
し、長期割賦で販売します。

申し込み設備を当センターが
購入し、リースします。

設置していない、売買契約していない設備、機械、装置、
車両など　　　　　　  　　　　　　（車両は割賦のみ）

・低利（１．９％） ・減価償却計算、固定資産
　税の負担、火災保険の付
　保が不要

・決算書への負債形状なし

・金融機関との借入枠とは
　別枠で利用可能

・長期（最長７年）

・担保は原則不要

・金融機関との借入枠とは
　別枠で利用可能

100万円以上6,000万円以下

・７年以内（１年据置） ～７年（月額リース料率　1.362％）
・半年賦または月賦均等償還 ～３年（月額リース料率　2.958％）

連帯保証人　法人：２人　個人：１人

・保証金（10％）を預けてい
　ただきます。
・火災保険を付保していた
　だきます。
・固定資産税の負担があります。

・リース終了後も所有権は
　移転しません。

・リース期間満了後の使用
　は、再リース料がかかり
　ます。

内 容

限 度 額
返 済
期 間
保 証 人

留 意 点

対 象
設 備

メリット

財団法人２１あおもり産業総合支援センター　設備投資課
℡：０１７－７７５－３２３４
URL：http:www.21aomori.or.jp/

●
所
得
税
・
住
民
税

　
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告

は
、
納
税
者
の
方
に
１
年
間
の

収
入
や
経
費
、
こ
れ
ら
を
基
に

計
算
し
た
所
得
金
額
や
、
扶
養

控
除
な
ど
の
控
除
額
の
算
定
に

必
要
な
事
項
な
ど
を
、
税
務
署

や
町
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
提
出
先
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
は
税
務
署
、
住

民
税
の
申
告
書
は
町
と
な
っ
て

お
り
、
提
出
期
限
は
と
も
に

３
月
15
日（
水
）で
す
。
期
限
間

際
に
な
る
と
申
告
会
場
が
込
み

合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
消
費
税
は
国
の
税
金
、
地
方

消
費
税
は
県
の
税
金
で
す
が
、

こ
れ
ら
２
つ
を
合
わ
せ
て
申
告

納
税
し
ま
す
。
「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
」

に
税
額
な
ど
を
記
載
し
て
税
務

署
に
提
出
し
、
申
告
し
た
消
費

税
と
地
方
消
費
税
の
合
計
額
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
個
人

事
業
者
の
申
告
・
納
税
期
限
は

３
月
31
日（
金
）で
す
。
忘
れ
ず

に
申
告
・
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
県
税
事
務
所

℡
27 

│ 

５
１
１
１
（
代
表
）

県 税だ
よ
り

申

告

は

お

早

め

に

長期
最長７年７年７年 低利１．９％１．９％１．９％

S設備貸与制度（割賦・リース）のご案内S

お詫びと訂正
　先月発行した広報五戸１月号５ページ
の善行章受章者、沼沢こえ子さんの住所
が誤っていましたので、お詫びして訂正
します。

誤　沢　沼　→　正　沼　沢



!0

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

若
柳
流
柳
永
会
（
若
柳
竹

永
会
主
）
か
ら
10
万
円

№133

「
村
ま
つ
り
　
今
と
昔
①
上
市
川
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,１８９人　（－21）

　女　１０,９１７人　（－12）

総人口２１,１０６人　（－33）

世帯数１６,９０５世帯（±０）

平成18年２月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

上市川まつりの山車

子供会による扇ねぶた

う
ぶ
す
な
さ
ま

か
ぐ
ら  

で
ん

　
上
市
川
神
明
宮
の
創
建
は
不
明

だ
が
、
お
宮
は
原
一
族
の
産
土
様

と
い
わ
れ
、
又
右
衛
門
の
筒
口
付

近
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
五
戸
川

の
増
水
や
洪
水
に
よ
っ
て
川
岸
が

流
さ
れ
、
天
保
の
こ
ろ
、
御
神
体

を
今
の
所
に
移
し
て
か
ら
村
の
鎮

守
様
と
な
っ
た
。
延
享
二
年
（
一

七
四
五
年
）
九
月
二
十
六
日
再
建

の
棟
札
が
あ
る
。

表
「
奉
再
、
階
上
郡
市
川
郷

　
　
　
　
　
　
　
神
明
正
遷
宮
」

裏
「
天
照
太
日
霊
女
」

　
御
神
体
は
丸
い
鏡
。裏
に
は「
安

永
三
年
五
月
吉
日
、
天
照
皇
太
神

宮
肝
入 

与
五
郎
、
願
主
源
四
郎
」

の
銘
が
刻
ま
れ
、
今
か
ら
二
百
三

十
二
年
前
の
作
。
「
新
撰
陸
奥
国

誌
」
に
は
、
「
境
内
百
七
十
坪
、

拝
殿
十
二
・
五
坪
、
相
殿
は
管
田

神
、
北
市
川
神
明
宮
、
池
の
堂
上

山
神
、
大
沼
神
、
石
呑
の
若
宮
八

幡
を
ま
つ
り
、
明
治
六
年
七
月
村

社
、
五
戸
村
神
明
宮
の
新
井
田
登

神
官
が
上
市
川
兼
務
」
と
あ
る
。

十
七
年
（
百
二
十
二
年
前
）
、
老

朽
化
の
た
め
新
築
。
同
年
八
月
十

一
日
の
例
祭
は
大
賑
わ
い
だ
っ
た

と
い
う
。

　
大
正
時
代
、
東
側
に
神
楽
殿
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
建
物
が
古
く

な
り
、
社
殿
新
築
と
同
時
に
神
楽

は
拝
殿
に
移
っ
た
。

　
境
内
に
は
、
安
政
五
年
六
月

十
一
日
建
立
の
唐
獅
子
、
台
座
に

は
世
話
人
若
者
中
・
肝
入
六
助
、

西
川
屋
惣
吉
（
五
戸
の
商
人
、
藩

政
末
期
の
分
限
者
）
の
名
前
。

ま
た
、
明
治
十
九
年
寄
進
の
常
夜

燈
、
昭
和
三
年
中
里
源
太
郎
寄
進

の
唐
獅
子
が
目
に
付
く
。
出
入
口

に
は
庚
申
様
の
碑
が
あ
り
、
道
案

内
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
戦
前
は
各
区
長
が
宮
総
代
を
努

め
て
い
た
が
、
戦
後
は
上
市
川
の

上
、
中
、
下
区
の
部
落
総
代
が
管

理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四

十
二
、
三
年
に
は
中
区
の
中
里
公

志
郎
さ
ん
（
町
議
会
議
員
）
が
中

心
と
な
り
、
部
落
芸
能
会
を
開
催

し
、
そ
の
残
金
の
使
い
道
に
つ
い

て
川
村
ふ
じ
の
さ
ん
た
ち
が
「
神

社
大
祭
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
」
と

上
、
中
、
下
区
の
自
治
会
に
呼
び

か
け
た
。
そ
れ
が
実
を
結
び
、
三

自
治
会
と
も
山
車
の
製
作
を
始
め

た
。
経
費
は
三
自
治
会
の
負
担
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
八
月
一
日
、
山

車
は
リ
ヤ
カ
ー
に
生
き
人
形
を
乗

せ
て
運
行
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
、

山
車
の
生
き
人
形
が
ア
イ
ス
を
食

べ
て
い
る
風
景
も
あ
り
、
大
笑
い
。

　
翌
年
度
か
ら
は
、
道
路
運
行
許

可
証
を
も
ら
っ
た
荷
馬
車
に
乗
っ

た
山
車
に
変
わ
っ
た
。
中
里
石
油

前
か
ら
出
発
し
、
上
区
の
森
林
組

合
入
口
付
近
で
折
り
返
し
、
下
区

の
高
田
橋
で
解
散
す
る
コ
ー
ス
と

そ
の
逆
の
コ
ー
ス
が
隔
年
で
と
ら

れ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
、
学
区
に

子
供
会
が
結
成
さ
れ
、
山
車
の
運

行
に
小
さ
な
助
っ
人
が
増
え
た
。

八
月
十
一
日
の
例
祭
に
上
市
川
小

学
校
の
鼓
笛
隊
が
、
午
前
十
時
か

ら
農
協
前
ま
で
を
演
奏
し
、
村
ま

つ
り
の
前
座
と
し
て
花
を
添
え
た
。

ま
た
、
夕
方
か
ら
親
子
相
撲
大
会
、

夜
は
手
踊
り
大
会
、
盆
踊
り
大
会

で
賑
わ
っ
た
。
宮
守
（
別
当
）
の

原
兵
左
衛
門
は
、
お
祝
い
の
餅
を

集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
配
り
、

こ
れ
を
楽
し
み
に
す
る
子
ど
も
た

ち
も
多
く
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
年
代
後
半

に
な
っ
て
、
上
市
川
で
は
野
菜
作

り
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
特
に

八
月
は
キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
期
に
重

な
り
、
「
忙
し
く
て
山
車
製
作
に

従
事
し
て
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う

意
見
が
続
出
。
二
十
四
年
間
続
け

た
山
車
運
行
の
大
祭
は
、
昭
和
六

十
二
年
で
つ
い
に
中
止
と
な
っ
た
。

　
下
っ
て
平
成
に
は
昭
和
の
賑
わ

い
も
記
憶
か
ら
遠
の
き
、
縁
日
は

参
詣
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一


